
 

- 1 - 

2022.3.8 りそなアジア・オセアニア財団第 42 回セミナー （於：ウェスティンホテル大阪） 

第２部講演録 

 

「2025 年大阪・関西万博の最新動向」 
 
 

公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会 
代表理事・事務総長    石毛 博行 

 

 

 

 最初に、本日このような機会を与えて下さいました、りそなア

ジア・オセアニア財団様に感謝申し上げます。今日は大阪関

西万博の準備状況がどうなっているかについてお話させてい

ただくわけですが、昨年夏から秋のはじめに東京オリンピック・

パラリンピックが終わり、次は万博だという感じがかなり出てき

た印象をもっております。とりわけ寄付集めの活動において、

それを境として、東京の企業様にも万博に関心を向けていた

だけるようになりました。また国際的にも、今月でドバイ博覧会

が終わる予定であります。そうしますと、いよいよ世界の目は、

この大阪関西万博の準備に集まるというふうになります。 

 

 最初にドバイ万博が現地でどんな状況であるかをご報告し、

そのあと準備状況をお話しさせていただきたいと思います。 

 

 

ドバイ博はご存知の通りコロナの影響で 1年延期され、昨年 

の 10 月 1 日から開催されています。3 月 31 日までですので

あと 20日余りとなっています。私は 1月 7日から 11日まで、2

週間の隔離が必要でしたが、とにかく行く必要があると考えて

行ってきました。最初にドバイ万博の現地の様子を、紹介映像

でお届けします。   （映像省略） 

 

 私が見たドバイ博の印象を 5 点に要約しました。第一に、会

場が非常に巨大であり、建物は大変豪華・派手であり、パビリ

オンの配置も良く考えられているという印象でした。第二に、

参加各国が経済重視、ビジネス重視のアプローチをしていた

ということ。第三に、やはり万博は参加国が主役であることを痛

感しました。第四に、テーマフォーラムとして、世界の課題へ

の取り組みをおこなっていたこと。後ほど紹介します。第五に、
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感染症への徹底した対策というのも大変印象的でありました。 

 

 最初の会場のところですが、実はドバイ博は、万博終了後は

新しい都市として活用するようです。というよりも、むしろ新しい

都市としてスタートする前にドバイ博を開いているという感じで

す。よく考えられた万博のレガシィという感じかと思います。 

 

 会場全体ですが、中心に Al Wasl Plaza という大きな建物を

配置しています。その会場の花びらの先端部分にテーマ館が

3 つほど配置されています。行き帰りに各国のパビリオンを見

学する構造になっています。右上に大阪関西万博の夢洲会

場の図が示されています。大きさを比較してみますとちょうど

円が夢洲とドバイ博のこの主要動線の円とほぼ一緒ですので、

ドバイ博の会場は大きいことが良くわかると思います。 

 

 会場の真ん中にある Al Wasl Plazaが、ドバイ博のシンボル、

大催事場です。70 年の大阪万博でいうとお祭り広場と太陽の

塔が合わさったような感じで、高さもほぼ太陽の塔と同じ、高さ

67.5 メートル、直径 130 メートルの巨大な建物であります。 

 

 この Al Wasl Plazaは夜になると、中に埋め込まれた LEDが

いろんな形で色とりどりに表現されます。右図はマレーシアの

ナショナルデーでの様子で、マレーシアの国旗が映し出され、

左上にドバイ博のロゴマークが表現されています。 

 

 これはUAEの万博での迎賓館です。非常に豪華で、赤坂の

迎賓館にも負けないくらいの感じがしました。ここがナショナル

デーのディナーやランチ会場になります。右側は、出張時に

お会いしたリーム・アル・ハーシミー国際協力担当大臣で、ド

バイ万博公社の総裁もしていらっしゃる方です。女性を前面に

出して、UAE やドバイのイメージを伝えている感じがあります。

実は 2 年前にもリーム大臣に、榊原万博担当大使と共にお会

いしましたが、その時に比べると堂々として自信に溢れている

感じがありました。やはりコロナという難局を乗り越えて万博を

実行しているという自負が、そういう態度に表れているのかなと

いう感じであります。 
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 2 番目のポイントとした経済重視の万博ということですが、一

例を紹介しますと、これはフランスです。マクロン大統領がドバ

イ博を訪問し、この機会にラファールという戦闘機を 80機売却

して、1.8 兆円規模の商談を行ったということです。外務大臣、

経済産業大臣を引き連れて現地を訪れました。 

 

これはフランス館の様子です。左上に全景が出ています。真

ん中下に 1階ギャラリー会場として来場者向けのスペースがあ

り、2 階から上の階へ行くほどビジネス色が強くなっていきます。 

 

 先ほどセミナー会場がありましたが、4 階にはサロン、レストラ

ン、バーカウンターがあり、商談ができる設えをしています。 

 

 これは韓国の大統領がドバイ博を訪問した時の写真です。

ナショナルデー、コリアンデーが 1月 16日で、UAEの実質トッ

プのムハンマド皇太子と面談をしたようです。ムン・ジェイン大

統領は 2030年の登録博に釜山を立候補させていることもあっ

て UAEに出かけて、宣伝を行ったということだと思います。 

 

 ここからは、各国のパビリオンの様子です。ここに UAE とサウ

ジアラビアとあります。UAE はこの万博会場で最も巨大なパビ

リオンです。羽のようになっておりますが、これが開閉する形で

ありまして本当に巨大なパビリオンであります。 

 

 上の方はモロッコ、これは 8階建てです。下にカタール。これ

も相当大規模な建物です。 
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 ドイツ、シンガポール。それぞれテーマに沿って真面目に持

続可能性について取り組んでいる、素晴らしい展示館でした。 

 

 フィンランドとアメリカです。フィンランドは内容も素晴らしい

ですが、建設予算において運営費も含め半分程度は民間企

業が負担しているということで、その代表は、「ビジネス情報を

出すのは当然で、そこに取り組まないで万博に自分たちは出

展できない。」と話をしていました。アメリカですが、先ほど鈴木

会長が 70 年万博に展示された月の石の話をされましたが、こ

こでは月の石が触れます。触れますが、今一つ人気館にはな

ってないというのがアメリカ館でした。 

 

 日本館は、正面の外観が立体幾何学格子状になっている印

象的な建物です。 

 

 館内には 6ケ所見るところがあり、最後の所で大阪関西万博

の紹介をしています。ジャパンデーが 12 月に開催できておれ

ば、もっと強調して発信できたと残念に思っています。 

以上のように、やはり万博は参加国のパビリオンが大変印

象的です。従って主催国としては、参加国がしっかり展示でき

るように準備することが重要な役割であるということを強く感じ

ました。 

 

 次のポイントが、テーマウィークによる世界課題への取組み

ということで、さまざまなシンポジウム・セミナーを 6 ヶ月に亘っ

て隔週でおこなっています。イメージとしてはダボス会議や、

TED という真面目なシンポジウムで、宇宙の種とか、水だとか

自然災害、ツーリズム、ジェンダー、そういった問題に次々に

取り組んで情報発信をしています。これは万博においては結

構新しい取り組みではないかという感じがしました。下のスライ

ドは、健康についてのシンポジウムの模様です。 
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 ワールドマジリスというのはアラブの世界でマジリス文化とい

うことで、ポジションや身分の上下隔てなく自由に議論する文

化のようで、ドバイにおいてもマジレス文化を反映したセミナ

ー・シンポジウムを積極的に行っている。特にドバイで印象的

なのは、専門家だけではなく女性版のマジリスとかあるいは若

者版マジリスとか、そのような形で万博の中で皆さん参加して

いるということであります。 

 

 最後にドバイ万博の感染症対策として UAE の状況を示して

います。ワクチン接種率は世界でも非常に高く、このブルーム

バーグのランキングでは UAEが No.1 で、日本は 33位です。

非常に高いコロナ感染症対策を取ってきています。 

 

 会場でもしっかりとした感染症対策を取っています。当初 7

月 15 日の段階では、国境でしっかり検査・チェックをするから

会場は自由に入れるということでしたが、やはりオミクロン感染

が拡大をしたことで、9 月 15 日にワクチン接種、もしくは PCR

検査の陰性証明提示が必要ということへ変更しました。ちなみ

に会場では 1日 1万件の PCR検査が、24時間体制でいつで

も受けられるようになっています。そういう場所が 4 か所作られ、

その検査結果もスマホへ 12時間以内に連絡が来ることになっ

ていて、私も 3日間でしたけど 4回ほど検査を受けて、その都

度連絡を受けておりました。 

 

 会場にはこういうふうにサニタイザーが置かれていて、いつ

でも手を消毒できる状態になっています。 

 

 それからもう一つ印象的だったのが、ドバイ博に来ている外

国のスタッフの宿泊施設です。円形で囲むように、こういう宿泊

施設、マンション群ができているということであります。６カ月間

滞在しますから、こういうようなことを充実させる必要があるとい

うことです。 
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 日本館に出向している協会の職員に宿泊施設を見せてもら

いました。1LDK の部屋で 64 平米の広さがありました。各国の

代表はこの 2 倍ぐらいの広さのところへ住んでいるわけです。

帰国して、この部分について我々は大丈夫だろうかと見直して

おります。今から建設することは無理ですので、相当気合いを

入れて住居を集めなければならない。是非とも今日いらっしゃ

る皆様方にもご協力を頂いて、しっかりと捉えなくてはいけな

いという感じでおります。 

 

 ドバイ博の総括的なコメントです。前半 3 カ月間で 900 万人

来場しています。16 週目で 1000 万人の入場者を達成。愛知

博が 15 週目に 1000 万人を達成していますので、このパンデ

ミックの中でかなり善戦していると言えます。特に 2 月の入場

者数は月間最多の 440万人で、飛び抜けて増えています。達

成率が計画比 19%増で、3月の結果次第ですが、目標の 2500

万人に達するのは大変と思いますが相当頑張っている印象で

す。チケットを大安売りしているというような話も聞いたりします。 

 

 では、私たちはこのドバイ博の教訓をどう生かしていくべきか

ということです。はっきり申し上げると、ドバイ博は、ドバイ、

UAEを世界に知らせる宣伝費のように考えていたと思います。

共通施設の建設費が一億円かかるとか、運営費がもの凄くか

かることも、世界に自分たちを示す宣伝費なのだという気合で

やったのだと思います。これは、これから万博をやろうとする日

本や他の国にとって、できる芸当ではないと私は思っています。

したがって先ほど見ていただいた立派な建物の尺度で私たち

は競争するのでなく、違う尺度で頑張らなくてはいけないと思

っています。例えば、コンパクトだがコンテンツの詰まった万博

を目指そうと、「いのち輝く」がテーマですので、8 人のテーマ

事業プロデューサーが知恵を絞ってどういう展示をして考え方

を発信していくか、今工夫している最中です。未来社会の実

験場：Peoples’ Living Lab、これでどういう未来の技術を示して

いるか、のちほど紹介します。それから魅力ある催場をどうや

っていくか、テーマフォーラムもあります。もう一点非常に重要

なのは、つながりを強化しなくてはいけないということです。一

つは、アジアとのつながりをしっかり強化しよう。また、日本各

地とのつながりもここで強化していく、そういうことが重要だろう。

先ほど触れましたが、やはりこういうイベントにおいて、オーガ

ナイザーの役割というのは非常に重要です。日本は単なる参

加国ではありません。日本の技術を発信するだけではなく、全

体がうまく動くようにすることが大事であります。それにはやは

りヒト、カネ、モノと書いてありますが、それらのリソースをこれか

らも投入し続けなくてはいけないだろうということでございます。 

 

 それでは、大阪関西万博の準備状況についての話に移りま

す。ここにスケジュールが示されています。だいたい 2020年ま

でに万博の大枠・基礎的なことは準備ができたと思います。昨

年は次のステージとして各国の参加の要請、企業の参加を促

す機運醸成、そういうことに取り組んできています。私は 2022

年の今年に入って、博覧会協会の職員の皆さんに、「我々の

準備作業は、明らかにステージが変わった。これまでは下から

積み上げでやってきたが、これからは 2025年 4月開催時にど

うなるかを念頭において準備をしないといけない」ということを

申し上げました。来年4月にはパビリオンの建設のための土地

の引き渡しが始まります。前売り券の販売も始まります。いよい
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よ万博の準備が本格化していくということであります。 

 

 これはもう皆さん、見飽きたという反応がほとんどと思います

が、万博会場の様子でございます。 

 

 それから会場の図面として中心にある大屋根、1 周 2km、直

径 600 メートル、幅は 30 メートル、高さ 12m、日除け雨除けと

なって、その下が主要な動線になる予定です。構造として、右

上の方に立体図があります。大屋根は言ってみれば人と人、

国と国とをつなぐ象徴というふうに言えると思います。コロナの

中で分断が進んだと言われますが、それをもう一度繋ぎ直す

という思想で作っています。この大屋根の上はもちろん登るこ

とができます。遠く淡路島、明石海峡が見渡せるということで

夕日が沈む頃は、大変美しいシーンが見られるということであ

ります。それから、真ん中に静けさの森ということで、地球の命、

持続性を象徴する森を配置したいと準備しております。 

 

 それからロゴマーク。最初は何か気持ち悪いとか言われてネ

ットで大炎上という感じでしたが、そのうちキモかわいいに変わ

り、まあかわいいじゃないかという現在の評価になっています。 

 

 参加招請活動の様子です。２０２０年１２月に登録申請書の

承認を受けてから、公式参加の活動を始めています。井上前

大臣、若宮現大臣を先頭に、参加招請活動を行ってきました。 

 

 現時点で、86 か国・6 国際機関が参加表明しています。G20

の国はほとんど参加表明済みです。南アフリカだけ少し遅れ

ております。目標が 150なのに遅いのではないかと言われるの

ですが、今まだドバイ博が開催中です。その段階でここまで来

ていることへ、先日 BIE（博覧会国際事務局）のケルケンテス

事務局長より「日本はさすがにこの環境でよくやってる」という、

励ましの意も含んでかもしれませんが、評価をしてくれました。 

 

 現時点の全参加国です。アジア現在 14 カ国となっています。 
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 各国の参加条件ということで、公式参加パビリオンとしては各

国はサブテーマの 3つのうちの一つ、それから 17の SDGsの

ゴールの一つに取り組んでいただくことになっています。 

 

 場所は大屋根の内側、静けさの森から上の方に横に配置を

することになっています。それから大阪府市館というのが関西

パビリオン・大阪パビリオンに設けられる予定で、日本館・政府

館が作られるという配置になっています。 

 

 次に、企業様の参加についての話をさせていただきます。昨

年 8月 19日にオンラインで企業様の参加メニューを紹介いた

しました。ここに示している幅広いメニューとなっています。 

 

 パビリオン出展は、左が 70 年の大阪万博・住友童話館、右

が 21 年ドバイ博・エミレーツ館の写真で、こういった感じで企

業パビリオンはやはり万博の華になります。ここに今、各企業

さんに取り組んでいただいております。 

 

 我々は 9 区画を用意して募集をいたしました。そして審査委

員会を立ち上げまして、吉田民博館長を座長とする審査委員

会で審査をしたわけであります。 

 

 その結果、ついこの間 2 月 10 日に公表しましたが、13 の応

募企業団体を内定しました。愛知博の時に出店された企業・

企業グループと比較しますと、かなり多様な業界から、サービ

ス業や食品など多様な業種の出展者構成になっています。 
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 パビリオン出展の総評でございますが、審査員からは非常に

テーマに真正面から取り組んでいるものが多いとの評価と、一

層、来場者に分かり易い明確な方向性を出してもらいたいとい

う期待が出されました。また「アート」とか「遊び」といったような

側面にも意を用いて、来場者が楽しめる内容にしてほしいとい

う話も出ております。 

 

静けさの森の下側に、少し小ぶりの８つのパビリオンが建つ

ことになっており、これがテーマ事業プロデューサーの館です。 

テーマ事業のプロデューサー、右の方に 8 名の方、皆様も

ご存知の方、それぞれの分野で活躍しているトッププロデュー

サーの方々でございます。現在、基本構想をそれぞれの方々

が詰めているところで、春にはその構想が示せるようにしたい

なぁという感じであります。 

 

 それからテーマ事業のパビリオンについては、協会からシー

ドマネーは出るわけですが、加えてそのパビリオンに協賛をす

る企業さんを招いています。ついこの間 2 月 17 日ですが、テ

ーマ事業のパビリオン「シグネチャーパビリオン」に協賛される

企業名を公表しております。第 1 弾として 15 社ですけど続々

と今、協議が進行中でございます。 

 

 もう一つ重要な事業が、未来社会のショーケース事業です。

この万博のコンセプトは未来社会の実験場と言っておりますの

で、それを会場でどう表現をするのかがポイントでございます。

そういうものを示すということで、スマートモビリティ万博、デジ

タル万博、バーチャル万博、アート万博、グリーン万博、フュ

ーチャーライフ万博といった形でカテゴリーに分けて検討を進

めています。中心になりますのは企業の皆さんでございまして、

今構想を出していただき協会と打ち合わせをしながら進めて

いるところです。 
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 例えばスマートモビリティ万博とは一体何かということですが、

会場へのシャトルバスをどういうふうに手配をしているか、船の

場合もちろんありますし、会場内の移動をどういうふうにしてい

くか、よく吉村知事が強調しておられます空飛ぶクルマもこの

中に入ります。こういったものを当然の事ながら、カーボンニュ

ートラルで進めなくてはいけないということで準備をしています。 

 

 デジタル万博。高速大容量の通信環境をつくり待ち時間ゼ

ロを目指す。万博といえば待ち時間が長時間になり大変な状

態になるというのが相場でありましたが、それをいかに回避す

るかについてデジタルを駆使して取組む。それからもう一つは、

自動翻訳で言葉の壁を取り除くチャレンジをしようということで

す。70年万博では外国人の方を見かけると一緒に写真を撮っ

て握手して、サインをもらってさようならということだったと思い

ますが、今度は一緒に会話をしながら交流を深める、とそうい

う万博を目指しています。NICT（国立研究開発法人情報通信

研究機構）様の力によるところは大きいと思います。是非がん

ばってもらいたいと思っています。 

 

 それからバーチャル万博。リアル万博会場を 3DCGでデジタ

ル空間に再現する、デジタルツインを再現するということで今

進めています。 

 

 アート万博。会場で、こういう静けさの森のインスタレーション

だとか、あるいはウォーターワールドを使ってのアートの表現

をしていただこうということであります。 

 

 それからグリーン万博。下の方に記載がある 4 つのゼロ目標、

カーボンゼロ、ごみゼロ、食品ロスゼロ、ファッションロスゼロ、

を目指そうということであります。会場全体でカーボンニュート

ラリティーの柱になるような技術もお示ししたいということです。 

 

 それからフューチャーライフ万博ということで、何でも入って

しまうようなカテゴリーですが、未来の生活はどんな感じになる

か、Society5.0 を経団連さん日本政府と一緒に進めています

が、そういったようなものを示していきたいということであります。 
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 会場整備についても今協賛をいただきたいということで、ご

案内しています。 

 

 会場運営参加についても同様であります。キャッシュレス決

済システムあるいはデジタル地域通貨サービスといったような

ものへも協賛をお願いしたいということで今募集をしています。 

 

 イベントですが、主催者が行うイベントと、参加者が行うイベ

ントがあり、開催期間中 184日間、毎日行なわれます。 

 

 昨年末に催事プロデューサーとして小橋さんを選任させて

いただきました。小橋さんはご存知の方も多いと思いますが、

パラリンピックの閉会式のデザインをされた方で、大変印象的

な素晴らしい閉会式だったと思います。現在、イベントの基本

計画策定などの統括をしていただいています。素晴らしいイ

ベントをしていただけると思っています。 

 

 場所はこういう場所で行います。大催事場、小催事場あるい

は多くのイベント会場そういうところで行われます。 

 

 それから営業参加ということで営業施設も今検討を進めてい

ます。営業参加のテナント募集・公募は開催 1年前ぐらいを想

定しております。 
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 TEAM EXPO ということで、参加する万博にしております。今

までは見るだけ聞くだけの万博、受け身の万博であったのを、

自ら参加する形で取り組みましょうという運動を進めています。 

 

 そういう中で、ポリマ号の事例を紹介いたします。世界最大

のソーラー船でございまして、これが今ドバイに向かって移動

中でございます。ドバイ博の開催中にドバイ港に着く予定で、

その後修理をしたりしながら周ってきて 2025 年の大阪・関西

万博の時にまた戻ってくるストーリーです。これは当然のことな

がら、持続可能性というそういうものを強調する TEAM EXPO

の一つの取組でございます。 

 

 会場整備のスケジュールです。2023 年度の初頭にパビリオ

ン建設用地を引き渡すという工事スケジュールです。もう 3 年

しかありません。この 1 年間でほぼ設計を終えて、次の 2 年間

で工事を終えて展示の準備をして本番を迎えることになります。 

 

 寄付募集の状況です。博覧会協会が主導して、会場建設費

1850億円について経済界に 3分の 1ご負担いただくことにな

って寄付の募集を行っています。関西からスタートしましたが、

現在首都圏全国へ協力の輪を広げようということで進めており

ます。中小企業の皆さまにも寄付をしていただきやすいように、

下限を 10 万円に引き下げて手続きの簡素化も併せて進めて

います。是非御協力をお願いしたいと思います。 

 

 会場へのアクセスということで、下に帯グラフがありますが、

鉄道で 41%、自動車で来られる方・場外駐車場からシャトルバ

スで来られる方が 37%、シャトルバスでターミナルから来られる

方が 22%、この通りいくかどうか分かりませんが、今こういう想定

を置いて準備をしているところであります。 

 

 シャトルバスは、電気自動車（EV）や FCV車（燃料電池自動

車）を使って、東京オリンピック並みにやろうとしています。 
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 機運醸成ということで、公式キャラクターデザインの募集をし

ておりました。 

 

 たくさんの応募がございましたが、ここに示した３つのキャラク

ターデザインが最終候補作品として選ばれております。3月 10

日までこの作品についての意見を募集しています。頂いた意

見を参考にしながら、選考委員会で最終的な 1 つを決定する

というプロセスでございます。こういう面でも楽しみながら万博

に参加していただければと思います。 

 

 それから教育プログラムということで、こういう万博の事業に

ついても大阪・関西から始めておりますが、そろそろ日本全国

にも広めていきたいと思っています。万博の重要なレガシーは、

子どもたちの心の中へいかに多くのことを残せるかなのです。 

 

 政府の取組みも進んで本格化してきています。2020 年 9 月

に推進本部が出来まして総理には本部長、副本部長に万博

大臣と官房長官がついています。すべての閣僚はこの構成員

になっています。愛知博に比べるとかなり早い段階からこうい

う形で作って、政府も本気で取り組んだということであります。 

 

 アクションプランです。先ほど未来社会の実験場ショーケー

スでこういうことをやるのを示しましたが、そういったことへ予算

面、規制改革面での支援をしていただくということであります。 

 

 さて、これからについてです。3 月 31 日にドバイ博は終わり

ます。その時に UAE から日本へ万博の旗が渡され、ドバイ万

博は閉幕になります。ちなみにこの万博の旗は、1970 年の大

阪万博の時に導入されてそれ以来根づいているもので、デザ

インは当時の日本の方が出したものでございます。これが終

わりますと、参加各国の代表者会、IPM と書いてありますが、
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代表者会議を年に 1 回ぐらいずつ開催して、参加国からいろ

んな注文をお聞きする。50 か 60 ぐらいの公式参加国のパビリ

オンが個別にできます。そうするといろんな要請がきます。ち

なみに愛知博はそういうパビリオンは作っておりません。愛知

博は主催者の協会に大きな建物があって、その中にモジュー

ルとして展示したというケースですので、今回とは全然違いま

す。この間も BIE の事務総長と話をしていましたら、愛知博の

ケースで楽だと思ったら大間違いだ。50～60 のパビリオンが

出来るということは大変な要求が来ることだ、心して準備をする

ようにと言っておりました。 

 

 ここに大阪・関西万博の 3 つのキーワードを掲げています。

この万博の機会に意識を変え行動を変え社会を変える、そう

いうきっかけをこの万博の中で作っていきたい。それからテー

マである「いのち輝く未来社会」のデザインを、一人で考えな

いで、みんなと一緒に考えて、共創していく、一緒に作り上げ

る、そういうことが大事だと思います。それからもう一点は、私も

ドバイに行くまではあまり意識してなかったのですが、この万

博は経済外交・ビジネス外交の大きなチャンスであるという事

を、改めてご認識いただきたいと思っています。せっかく大き

なお金と人員をいろんな形で投入して行う万博ですから、是

非立派なレガシーも残して「ああ、やってよかったな」というふう

に言えるような万博にしたいと主催者として日々思いながら準

備をしております。今日いらっしゃる皆さんの中にも、協会行っ

てぜひ働きたいというような方がいらっしゃいましたら大歓迎で

すし、部下を派遣する、というようなことについても大歓迎です

ので、ぜひ宜しくお願いを致します。 

以上で終わらせていただきます。ありがとうございました。 

 

（終了） 


